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イースター（復活日）礼拝 説教 「主の復活、ハレルヤ」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 4 月 12 日  

ヨハネによる福音書 20 章 1～18 節 

主の甦りの朝を迎えました。皆さん、

イースターおめでとうございます。私た

ちは十字架の主の御苦しみを覚えながら

この七週間を過ごして参りましたが、た

だ、そこで思うことは、今年ほど、十字

架の主イエスの思いが迫る年は、近年な

かったということです。それは、この度

の出来事の深刻さが増すその時期と受難

節とがピタリと重なり、それゆえ、十字

架の主を思い、祈りを強く篤くするもの

であったからです。けれども、未だ収束

を得ぬまま、私たちは主の復活を祝うこ

のイースターの朝を迎えることになりま

した。それだけにまた、主が生きて私た

ちと共におられるという、この信仰をさ

らに強くさせられているのが、こうして

この朝を迎えた私たちでもあるのです。

ただし、それは、私たちだけでなく、そ

の朝を迎えた御言葉にある弟子たちも同

じでした。十字架の出来事を経て、甦り

の主と出会い、やがてその信仰を強くさ

せられたのが主イエスの弟子たちであっ

たからです。ただ、その姿は、私たちが

想像するものとは少し違うように思いま

す。 

主の死が受け入れられず、動揺を強く

するマグダラのマリアの前に現れ、そこ

で｢マリア｣と呼びかけたのが主イエスで

ありましたが、この二度目の呼びかけで

ようやく主の甦りを悟ったのがこのマリ

アでありました。すると、このマリアは、

すぐさま主にしがみつくのです。そして、

その気持ちは私たちにもよく分かります。

二度と会えないと思ったお方がそのお言

葉どおりに甦り、自分の目の前に立って

いるわけです。しかも、マリアのこの行

動には、そうせざるを得ない理由があり

ました。それは、自分の身を売る以外他

に生きる術のないマリアにとって、主イ

エスをおいて他に頼れる者がいなかった

からです。そして、このことは主イエス

にも当然分かっていることでした。とこ

ろが、しがみつくこのマリアに向かって、

主イエスが仰ったことは、なんと「私に

すがりつくのはよしなさい」とのこの一

言であったというのです。 

なんともちぐはぐな印象を拭えません

が、また、主の甦りの朝にあったことは

それだけではありません。主のことが気

がかりであったマリアは、誰よりも先に

主の墓に詣でたのですが、主のご遺体を

納めたはずの墓には、確かにそこにある

はずのものがなかったのです。そこで、

マリアは、ペトロと主イエスの愛弟子と

呼ばれるひとりの弟子にそのことを急ぎ

告げたのですが、このマリアの報を受け

たこの二人が直ちに主イエスの墓に向か

ったところ、確かにその報告の通りのこ

とが起こっていたのです。そして、主の

甦りについては、この二人はすでに知っ

ていたわけですから、この事実に遭遇し

た者の取るべき行動としては、そのお言

葉どおりに主が甦られたことを悟り、喜

ぶだけでよかったはずなのです。ところ

が、御言葉はその時のこの二人について

こう語るのです。「イエスは必ず死者の

中から復活されることになっているとい

う聖書の言葉を、二人はまだ理解してい

なかったのである」と。このように、甦

りの朝に先ず起こったことは、非常にち

ぐはぐなものでありましたが、ただ、私

たちも、それぞれのその気持ちについて

はよく分かるところがあります。しかし、

主イエスの評価は違いました。 

ですから、そこで私ならきっとこう思

うことでしょう。｢愛を語りながら愛が

ない｣と。しかし、それを分かった上で

敢えて毅然として態度で臨まれたのが、

甦りの主、イエス･キリストでもありま

した。なぜなら、信仰において求められ
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ることは、甦りの事実の前に立つことで

あり、自らの思い込みや凝り固まった考

えに拘ることではないからです。けれど

も、それだけにまた、私たちは、疑いを

強め、諦め、途方に暮れることにもなる

のです。それは、主のお言葉どおりに、

ということが、主のお言葉への疑念を深

めた先で自分自身が打ち砕かれ、そこで

はじめ明らかにされる現実、事実である

からです。つまり、その言葉をただ鵜呑

みにし、思い込みさえすればそれでいい

というものではないということです。 

ですから、主イエスがこれほど手の込

んだことを手間暇かけて行ったのは、そ

ういう意味で、私たちの思い込みと安直

さを打ち砕くためでもありました。それ

ゆえ、この手間暇かけたところに主イエ

スの愛が現されているとも言えるのです

が、それは、主が私たちのことをそれほ

どまでに愛するがゆえに、そうせざるを

得なかったということです。では、主が

そうまでして打ち砕こうとしたものは何

か、それは、自分を変えられることへの

抵抗です。つまり、こうありたい、こう

なければならない、こうあるべきだ、と

の思い込みであり、そして、それは、た

とえ相手が主イエスであっても、自分の

考えや思いを譲ることができないほどに

強いものだということです。 

私たちには、自分の見たいもの、自分

の聞きたいもの、自分が知りたいと思う

もの、このように、私たちには常々求め

てやまないものがたくさんあるわけです

が、この自分をいかに満足させ、納得さ

せてもらえるか、このことへの私たちの

拘りは非常に強いものなのです。特に、

現代においてこの傾向はますます強くな

ってきているとも言われていますが、そ

のため、現代においては、この手間暇か

けた手の込んだ主イエスのやり方は、恐

らくは、非常に評判の悪いものとなるの

でしょう。なぜなら、合理性の追求こそ

が至上命題となっている現代において、

主イエスのなさることは、不合理極まり

ないとの印象を与えるからです。それゆ

え、時間ばかりかかって必要なものが直

ぐに手に入らない、だから、信じるに値

しない、性急にそう結論づけられること

にもなるでしょう。ですから、教会の歴

史、伝統、特に教理、教義への関心がか

つてと比べ薄れてきたのはそのためだと

も言われています。しかし、この手間暇

かけた、手の込んだやり方が、神を神と

する神の家族の伝統的なやり方でもあり

ました。そして、そのことを明らかにし

ているのが旧約聖書でもありますが、で

すから、そういう意味で、甦りの朝、主

イエスがなさったことは、この伝統に則

してのものであったということです。 

従って、この手の込んだやり方は、甦

りの朝だけに限ったものではありません。

主の十字架の出来事がそもそもそういう

ものであり、そこで、受難日の夕べ、私

たちが聞いた主の声を思い出していただ

きたいのです。その時、主は、「エリ、

エリ、レマ、サバクタニ」、｢我が神、

我が神、なぜ私をお見捨てになったので

すか。」と、この絶望の叫びを最後に上

げたのです。ただ、合理性の追求に余念

のない私たち現代人にとっては、神様が

独り子になさったこの仕打ちは理解に苦

しむものであり、それゆえ、私たちが求

めてやまないものではないのでしょう。

それゆえにまた、十字架は、そもそもの

ところで共感できないものであるという

ことです。ただ、それは、その当時も同

じでした。主イエスに対し人々がどのよ

うに思い、どのように感じたとしても、

人々は十字架の下から主イエスを眺める

だけで、十字架の上に上ることはなかっ

たのです。そして、それは、ここに登場

する弟子たちもそうでした。ですから、

主の十字架を下から眺めるしかなかった

人々の前に、甦りの主が、手の込んだ、

この合理性を欠く方法で現れたのは当然

です。ただし、それは、弟子たちを懲ら

しめようとしてのことではありません。

十字架の主の下に集まるということが、

思い込むことでもなく、また、思い込ま
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されることでもないように、神の家族の

伝統と歴史の上に現された、神の愛の事

実に触れることであり、この事実に触れ、

主と共にある新たな現実を生き始めるこ

とでもあるからです。 

そこで皆さんにお尋ねしたいのですが、

主の甦りの朝、どこからこの主の十字架

と復活の出来事を見ているでしょうか。

それは、十字架の下でしょうか、それと

も上でしょうか。ただ、もしかしたら、

自分は上ではなく下の方がいい、そう思

う人もいることでしょう。なぜなら、多

くの人々にとって十字架の下は余計なこ

とを考えずともいい、自分の理想だけを

遮二無二追求できる、そういう意味でと

ても魅力的な場所でもあるからです。そ

のため、教会の歴史においても、十字架

の上ではなく、十字架の下に立ちながら

十字架の主を眺めるといった、そんな合

理的な方法を編み出そうとした人々もお

りました。それゆえ、その合理的な説明

に多くの人々が飛びつきもしたのです。

ですから、そういううまい方法を編み出

した人々にとっては、今世界を覆うこの

度の出来事は非常に都合のいいものでも

あるのでしょう。なぜなら、人間の都合

に合わないものはすべて神の所為にする

ことができますし、神の都合に合わない

ものはすべて人の罪に覆い被せることが

できるからです。ですから、自分なりの

合理性を追求する人々にとっては、理想

的に思えたものがまったく正反対の様相

を呈している今、十字架の上は、もしか

したら魅力的な場所に映っているのかも

しれません。それは、あらゆる人の欲望

を飲み込み、あらゆる恐れと不安を解消

してくれるとても便利な場所、人の思い、

人の理に適った場所とそう思えるからで

す。しかし、そうした考え方はもちろん

間違っています。なぜなら、十字架の上

は、私たちにとって、そのように都合の

いい場所では絶対にないからです。 

十字架の上は、主が絶叫された場所で

あり、恐れと不安だけが満ちあふれてい

る場所なのです。それゆえ、弟子たちが

甦りの主の言葉をそのまま信じることが

できなかったのは当然です。つまり、そ

れだけ、主イエスと主イエスに従った

人々との間には隔たりがあったというこ

とです。まただから、この隔たりを打ち

砕き、聖書が伝える神の現実に人々を立

たせようとして、主は回りくどい、手の

込んだやり方で、自らが甦られたという

事実を伝えたのです。けれども、そこで

誤解なきようにお願いしたいのですが、

主イエスがなさったことは、事実でない

ことを事実のように語り、また、事実を

押し曲げ、新たな事実を作り上げるよう

な、そんな自分の都合だけを考えた不合

理極まりないものではないということで

す。敢えて言うならば、それは、合理に

非ずということです。私たち人間の経験

を越えた非合理なもの、非常に回りくど

い逆説的な言い方になりますが、それが

主の十字架と復活の出来事であったとい

うことです。 

ですから、主のご受難の日の礼拝にお

いて、そこで私が言ったことの一つは、

「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」との

主の叫び声は、私たちにとっては救いの

扉を切り開く主の宣言であるということ

でした。それゆえ、それに合わせてもう

一つ言ったことは、私たちは十字架の下

ではなく、上からこの世界を見つめる必

要があるということでした。そして、そ

こで大切なことは、私たちが不安や恐れ

を誤魔化さずにしっかりと直視するとい

うことで、それは、この甦りの朝も同じ

です。甦りの朝、十字架の上に置かれた

私たちがそこで手にするものは、百均で

売っているような手頃な安心感ではない

からです。十字架の上は、主イエスにと

っても神に見捨てられたとしか思えない

場所であり、私たちにとっては、恐くて

恐くて仕方ない、不安で不安でしょうが

ない、そういう場所なのです。ですから、

甦りの朝、この思いをもって迎えたのが

私たちでもあるのです。それゆえ、今、

私たちは、それと近いところに置かれ、
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この恐ろしさと孤独を思い知らされても

いるのです。けれども、この世界は、十

字架の上の主イエスが甦られた世界でも

あり、私たちは、この主イエスと共にい

るのです。それゆえ、私たちの生きるこ

の世界は、神から遠い世界ではありませ

ん。生きることへの不安と恐れに飲み込

まれそうになる私たちが、正直にその気

持ちを主に打ち明けることのできる場所

であり、この十字架の上に、主は必ず私

たちと共にいてくださっているのです。 

ただし、このことをどのように伝える

かは難しいことです。先の見えない現状

にあってはなおのことだと思います。け

れども、この答えの見えない中で、長く

これまでを歩んで来たのが教会であり、

そして、その中で教会に生きているのが

私たちなのです。そして、その私たちが

頼りにしたもの、それは、聖書の御言葉

であり、祈りでありました。そして、そ

れは、主が甦られた朝もそうでした。今

日の箇所の直後には、答えの見えない中

で弟子たちの取った行動が記されていま

すが、それは、御言葉に聞き、共に祈り

を合わせることでした。そして、そこで、

彼らは主と出会い、主の声を確かに聞い

たのです。かつて弟子たちに対し語られ

た「恐れるな」との主の声、さらに、そ

の祈りの内に「あなたがたに平和がある

ように」との主のこの声、彼らが聞いた

ものは主のこの声であったのです。 

そして、彼らにそれが許されたのは、

弟子たちがてんでんバラバラに好き勝手

に御言葉に聞き、祈っていたからではあ

りません。彼らは集まり、ともに心を合

わせ、一つになって御言葉に聞き、祈っ

たのです。そして、この現実の下に変わ

らずに歩み続けているのが、主を信じる

私たちなのです。ですから、そこには必

ず平安があり、やがて恐れと不安の帳も

必ず取り除かれることになるのです。そ

して、彼らがそのことをはっきりと知る

ことになったのは、この甦りの朝を経験

したからです。ですから、甦りの朝、今

私たちが味わい知るものは、十字架の上

のその平安な私たちのあり方です。そし

て、それは、この朝だけに限ってのこと

ではありません。毎週毎週変わらずに訪

れる主の安息の日、この日は、主の甦り

を記念する日であり、そういう意味で、

日曜日は、特別な一日なのです。ただし、

毎週訪れるのがこの主の日であるように、

私たちにとって日曜日は、いつもと変わ

らない日常の光景です。ただ、私たちは、

もしかしたら、今、心のどこかでこの変

わらぬ日常を失ったと、いや、事実失っ

たではないかと、そう思わされているの

かもしれません。そして、この気持ちこ

そが、主の甦りの日に感じたマリアや二

人の弟子たちの気持ちでもありました。 

ですから、私たちは、今のその気持ち

を誤魔化す必要はありません。この自分

ではどうしようもないところに、主は共

にいてくださっているからです。そして、

その私たちをご自分のところに集め、主

は神の家族を形作ろうとしてくださって

いるのです。ですから、主イエスがそう

であったように、そのために私たちは、

兄弟姉妹との隔たりを大きくしてはなり

ません。もし、兄弟姉妹との隔たりを感

じるようなことがあれば、その隔たりを

埋める努力をしなければならず、特に、

今、こうして人と会うことが難しくなっ

ている現状においては、一人ひとりが主

にある兄弟姉妹のことを気にかけ、主イ

エスと同じように、様々な方法を用いて

近づき、声をかけ続ける必要があるので

す。甦りの主は我らと共にあり、そう互

いに声を掛け合い、支え合うなら、そこ

に甦りの主は共にいてくださり、それゆ

え、この時の試練を私たちはやがて恵み

として分かち合っていたことを知るので

す。この朝、主が甦り、この甦りの主と

共に今も、そして、これからも、この変

わらぬ日常を歩める幸いを感謝したいと

思います。祈りましょう。 

祈り 


